	ディーゼル車

排気ガスの汚れ（黒煙）点検整備基準
	制定　　年　　　月　　　日
改定　　年　　　月　　　日

	目的
	肺がんの原因等とされ環境に影響のある現象である、排気ガスの汚れ（黒煙）を早期に発見し、黒煙を排出している車を発生させない。

	概要
	ドライバーによる目視チェック。

当社では、すべての型式の車両で黒煙の発生を認めないものとする。

	点検者
	ドライバー
	点検時期
	始業・終業点検時

	点検

方法
	1 運行毎の始業・終業点検時にアイドリング状態で排ガスの色・汚れ具合を目視で確認する。

2 色や汚れ具合が通常と異なるかを注意深く確認する。

3 排気管の排ガスの出口やその周辺のバンパーやボディ部に黒煙の付着等がないことも調査する。

■適否の判断基準

適：黒煙は排出されない

否：黒煙が排出されている（どの濃度でも）
注意：
ドライバーは、アクセルの反応、エンジン音や振動、アンドリングの回転数や安定状況、燃費の変動、ＰＭ焼き切り状況などにおいて、特定の原因がないにも関わらず通常の使用とは明らかに異なる兆候を感じた場合は、故障の発生如何に関わらず速やかに整備管理者に報告すること。

	点検

整備の

記録
	『日常点検表』に結果がよければ○、悪ければ×を記入

	異常時の対応
	1 『点検整備連絡シート』に状況を記入する。
2 整備管理者に報告し点検や整備を依頼する。


＜ディーゼル車の排ガスの汚れ（黒煙）点検整備の基準書＞
19








